
一
月
末
に
日
本
銀
行
が
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
策
」
を
導
入
し
て
四
カ
月
が
経
過
し
た
。
今
回
の
金
融
政

策
の
意
図
は
、
日
銀
に
よ
れ
ば
、「
日
銀
当
座
預
金
金
利
を
マ
イ
ナ
ス
化
す
る
こ
と
で
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
の
起
点
を
引
き
下
げ
、
大

規
模
な
長
期
国
債
買
い
入
れ
と
合
わ
せ
て
、
金
利
全
般
に
強
い
下
押
し
圧
力
を
加
え
る
こ
と
に
あ
る
（
１
）」

と
さ
れ
る
。
金
利
全
般
の
さ

ら
な
る
低
下
に
よ
っ
て
投
資
や
融
資
の
拡
大
を
促
し
、
二
％
の
物
価
安
定
目
標
を
早
期
に
達
成
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
異
次
元
金
融
緩
和
政
策
も
す
で
に
三
年
が
経
過
し
た
の
だ
が
、
こ
の
間
、
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
金
利
と
為
替

お
よ
び
株
価
、
つ
ま
り
「
金
融
資
産
価
格
」
で
あ
っ
て
、「
物
価
」
水
準
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
日
銀
が
働
き
か
け
る
対
象
が
国

債
や
Ｅ
Ｔ
Ｆ
等
の
買
い
入
れ
で
あ
る
以
上
、
当
然
で
あ
る
。
資
産
価
格
の
変
化
が
一
般
物
価
水
準
、
し
た
が
っ
て
実
物
経
済
に
波
及

す
る
経
路
は
間
接
的
（
２
）

で
あ
り
、
一
義
的
で
は
な
い
。

そ
し
て
今
回
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
は
、
そ
の
金
融
資
産
市
場
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
今
回
の
措
置
は
、
ス
イ
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
日
銀
当
座
預
金
を
三
段
階
の
階
層
構

造
す
な
わ
ち
①
従
来
通
り
プ
ラ
ス
の
付
利
を
す
る
部
分
（「
基
礎
残
高
」）、
②
金
利
ゼ
ロ
に
す
る
部
分
（「
マ
ク
ロ
加
算
残
高
」）、
③
マ

イ
ナ
ス
金
利
に
す
る
部
分
（
①
＋
②
を
超
え
る
「
政
策
金
利
残
高
」）
に
分
け
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
課
す
部
分
に
つ
い
て
は
限
界
的

な
増
加
部
分
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
未
知
の
経
験
に
つ
い
て
、
日
銀
が
そ
れ
な
り
に
工
夫
し
た
点
な
の

だ
ろ
う
。
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つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
当
座
預
金
残
高
の
全
体
に
か
か
ら
な
く
て
も
、
限
界
的
な
増
加
部
分
に
か
か
れ
ば
、
新
し
い
取
引
に

よ
っ
て
当
座
預
金
が
増
え
る
こ
と
に
伴
う
コ
ス
ト
は
〇
・
一
％
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
た
め
、
金
融
市
場
で
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
金

利
や
相
場
形
成
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
プ
ラ
ス
の
金
利
を
付
与
す
る
基
礎
残
高
部
分
は
そ
の
ま
ま
残
る
の
で
、
銀
行
収
益
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
配
慮
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
影
響
を
受
け
る
金
融
各
業
態
は
、
証
券
業
界
、
投
信
業
界
、
保
険
業
界
、
年
金
基
金
な
ど
に
ひ
ろ
が
り
、
銀
行

だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
全
般
的
な
金
利
の
下
押
し
に
と
も
な
う
実
体
経
済
へ
の
プ
ラ
ス
の
効
果
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
の
だ

が
、
関
係
す
る
各
金
融
業
態
へ
の
影
響
は
直
ち
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
金
融
資
産
市
場
と
り
わ
け
証
券
市
場

に
与
え
た
変
化
を
中
心
に
、
事
実
経
過
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

１
　
短
期
金
融
市
場
の
運
用
難

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
後
、
投
資
信
託
市
場
で
は
運
用
対
象
の
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
そ
れ
は
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
消
滅
で
あ
る
。

短
期
国
債
の
利
回
り
急
低
下
で
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
元
本
割
れ
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
運
用
会
社
が
償
還
を
決
め
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
運
用
六

社
が
償
還
に
踏
み
切
っ
て
お
り
、
年
内
に
は
運
用
一
〇
社
す
べ
て
が
償
還
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
時
は
残
高
二
〇
兆
円

を
超
え
た
Ｍ
Ｍ
Ｆ
は
消
失
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
対
象
（「
政
策
金
利
残
高
」）
は
、
四
月
―
五
月
積
み
期
間
に
お
い
て
、
一
〇
〜
三
〇
兆
円
と
予
想
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
各
業
態
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
最
も
多
い
の
は
「
信
託
銀
行
」
と
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
と
さ
れ
る
。

信
託
銀
行
は
、
証
券
業
界
か
ら
「
顧
客
分
別
信
託
金
（
３
）」

を
受
託
し
て
い
る
。
加
え
て
、
投
信
業
界
か
ら
も
運
用
財
産
の
保
管
業
務
を

受
託
し
て
い
る
。
投
信
運
用
財
産
の
一
部
は
解
約
資
金
と
し
て
信
託
勘
定
に
留
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ま
ま
で
先
の
顧
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客
分
別
信
託
金
と
も
ど
も
短
期
金
融
市
場
で
運
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
急
激
な
利
回
り
低
下
に
よ
っ
て
取
引
そ
の

も
の
が
激
減
し
、
や
む
な
く
日
銀
当
座
預
金
に
預
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、
信
託
銀
行
は
「
手
数
料
」
と
し
て
証
券
界
や
投
信
業
界
に
転
嫁
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
な
お
、
Ｍ
Ｒ
Ｆ
（
４
）

に
つ
い
て
は
証
券
界
の

決
済
性
資
金
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
特
例
措
置
が
採
ら
れ
、
受
託
残
高
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
き
四
月
積
み
期
よ
り
金
利
ゼ
ロ
適
用

の
「
マ
ク
ロ
加
算
残
高
」
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
５
）。

２
　
長
期
公
社
債
市
場
の
運
用
難

マ
イ
ナ
ス
金
利
が
導
入
さ
れ
て
、
国
債
市
場
の
取
引
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
国
債
の
売
却
代
金
を
日
銀
当
座
預
金
に
入

金
す
れ
ば
、
〇
・
一
％
の
金
利
が
付
与
さ
れ
た
が
、
今
度
は
逆
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
、
売
ろ
う
と
し
な
い
の
で
は

な
い
か
。
売
り
物
が
出
な
い
市
場
は
成
り
立
た
な
い
。
国
債
市
場
の
取
引
主
体
は
新
規
発
行
国
債
の
入
札
後
す
ぐ
に
高
値
で
日
銀
に

転
売
す
る
短
期
筋
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
国
債
市
場
に
お
け
る
長
期
の
運
用
資
金
は
細
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

国
債
発
行
残
高
は
、
四
月
末
時
点
で
約
一
〇
五
〇
兆
円
だ
が
、
こ
の
う
ち
日
銀
三
五
九
兆
円
、
預
金
取
扱
機
関
二
二
九
兆
円
、
保

険
会
社
一
九
七
兆
円
、
年
金
八
五
兆
円
、
合
計
八
六
〇
兆
円
と
な
り
、
こ
れ
で
八
割
以
上
を
占
め
る
。
異
次
元
緩
和
直
前
と
比
べ
日

銀
保
有
国
債
は
二
三
四
兆
円
も
増
え
、
三
倍
弱
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
一
年
間
で
預
金
取
扱
機
関
は
四
三
兆
円
、
保
険
会
社

二
兆
円
、
年
金
六
兆
円
そ
れ
ぞ
れ
保
有
残
高
を
減
ら
し
て
い
る
。
金
融
機
関
は
担
保
と
し
て
利
用
す
る
一
定
額
の
国
債
に
つ
い
て
は

売
却
で
き
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
い
わ
ば
「
浮
動
」
玉
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
流
動
性
に
困
難
が
生
じ
る
段
階
に
近
づ
い
て

い
る
。

他
方
、
民
間
社
債
市
場
の
売
買
も
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
度
は
三
二
・
二
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
一
五
年
度
は
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二
〇
・
六
兆
円
へ
六
割
の
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
今
年
度
四
月
に
入
っ
て
か
ら
は
さ
ら
に
落
ち
込
み
が
激
し
い
（
日
本
証
券
業

協
会
「
公
社
債
種
類
別
店
頭
売
買
高
」）。
民
間
社
債
の
理
論
価
格
は
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
る
国
債
流
通
利
回
り
に
信
用
リ
ス
ク
プ

レ
ミ
ア
ム
を
加
算
し
て
決
ま
る
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
る
国
債
流
通
利
回
り
そ
の
も
の
が
、
信
頼
性
を
失
う
よ

う
に
な
る
と
、
社
債
価
格
に
つ
い
て
も
妥
当
な
価
格
発
見
が
困
難
に
な
る
。
そ
れ
が
因
と
な
っ
て
長
期
性
資
金
が
入
っ
て
こ
な
く
な

れ
ば
ま
す
ま
す
流
動
性
が
低
下
し
、
悪
循
環
に
な
る
恐
れ
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

３
　
長
期
性
資
金
の
投
資
対
象

そ
れ
で
は
、
長
期
性
の
運
用
資
金
は
、
ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
生
命
保
険
最
大
手
の
日
本
生
命

（
一
般
勘
定
）
の
二
〇
一
四
年
度
と
一
五
年
度
の
資
産
構
成
を
比
較
し
て
み
る
と
、
資
産
総
額
六
一
兆
円
（
う
ち
保
有
有
価
証
券
四

八
・
八
兆
円
）
か
ら
六
二
兆
円
（
同
五
〇
・
一
兆
円
）
へ
一
兆
円
（
同
一
・
三
兆
円
）
の
増
加
、
そ
の
う
ち
①
国
債
保
有
額
一
八
・

五
兆
円→

一
九
・
六
兆
円
（
一
・
一
兆
円
増
加
）、
②
外
国
債
券
一
二
兆
円→

一
三
・
四
兆
円
（
一
・
四
兆
円
増
加
）、
③
国
内
株
式

九
兆
円→

八
・
一
兆
円
（
〇
・
九
兆
円
減
少
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
有
国
債
の
満
期
別
内
訳
を
み
る
と
、
三
年
未
満
は
一
・

一
兆
円
か
ら
〇
・
九
兆
円
へ
二
千
億
円
の
減
少
、
こ
れ
に
対
し
七
年
超
は
一
六
兆
円
か
ら
一
七
兆
円
へ
一
兆
円
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
。つ

ま
り
、
長
期
性
の
資
金
は
国
債
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
満
期
構
成
を
長
期
化
さ
せ
て
流
動
性
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
、
ま
た
外
債

保
有
額
の
増
加
に
み
る
よ
う
に
信
用
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
で
運
用
難
に
陥
っ
た
投

資
家
が
さ
ら
に
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
で
利
回
り
向
上
に
努
め
よ
う
と
す
る
兆
候
と
い
え
る
（
６
）。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
証
券
化
商
品
の
組

成
も
増
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（4）



日
本
証
券
業
協
会
に
よ
る
と
（
７
）、

わ
が
国
の
証
券
化
市
場
残
高
は
、
新
規
発
行
金
額
の
増
加
を
反
映
し
て
増
加
し
て
お
り
、
一
七
・

六
兆
円
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
Ｒ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
（
住
宅
ロ
ー
ン
担
保
証
券
）
が
一
五
・
一
兆
円
と
残
高
の
八
六
％
を
占
め
て
お
り
、
住
宅

金
融
支
援
機
構
（
旧
住
宅
金
融
公
庫
）
の
組
成
・
発
行
す
る
「
機
構
債
」
が
一
一
・
七
兆
円
と
全
体
の
六
七
％
を
占
め
る
。
機
構
債

の
デ
フ
ォ
ル
ト
率
は
極
め
て
低
く
、
そ
の
利
回
り
は
、
一
〇
年
国
債
利
回
り
に
〇
・
四
％
上
乗
せ
し
た
水
準
で
、
現
状
、
〇
・
三
％

程
度
で
あ
り
、
妙
味
の
あ
る
水
準
と
い
わ
れ
る
（『
日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス
』
五
月
二
六
日
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
残
高
規
模
で
は
、
生
保

や
地
方
銀
行
等
の
運
用
難
を
解
消
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

４
　
投
信
の
商
品
構
成

他
方
、
個
人
の
長
期
性
資
金
の
運
用
対
象
と
な
る
投
資
信
託
で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
み
た
よ
う
に
短
期
性
投
信
の
Ｍ
Ｍ
Ｆ
は
事
実
上
、
消
滅
状
態
で
あ
る
。

長
期
性
投
信
の
資
金
流
出
入
の
状
況
を
み
る
と
、
ハ
イ
イ
ー
ル
ド
投
信
（
低
格
付
け
債
投
信
）
か
ら
の
資
金
流
出
が
一
四
年
八
月

か
ら
一
六
年
三
月
ま
で
の
二
〇
カ
月
続
い
て
お
り
、
合
計
一
・
一
兆
円
の
流
出
を
み
て
い
る
。
組
み
入
れ
銘
柄
が
欧
米
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
企
業
の
低
格
付
け
債
（
ダ
ブ
ル
Ｂ
格
以
下
）
が
多
く
、
原
油
低
迷
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
悪
化
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に

あ
る
。

ま
た
、
最
大
の
商
品
で
あ
っ
た
毎
月
分
配
型
投
信
の
純
資
産
残
高
も
昨
年
五
月
を
ピ
ー
ク
（
四
三
兆
円
）
に
減
り
始
め
、
四
月
末

現
在
三
五
兆
円
と
八
兆
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
（
８
）。

こ
れ
は
解
約
が
設
定
額
を
超
過
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
分
配
金
を
構
成
す
る

「
特
別
分
配
金
」
す
な
わ
ち
元
本
払
戻
金
が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
主
と
し
て
予
想
分
配
金
を
払
う
た
め
に
は
「
普

通
分
配
金
」
だ
け
で
は
足
ら
ず
よ
り
多
く
の
元
本
を
取
り
崩
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
要
す
る
に
運
用
難
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
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こ
れ
に
代
わ
っ
て
増
え
て
い
る
の
は
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
で
あ
る
。
不
動
産
投
資
法
人
の
純
資
産
高
は
、
公
募
七
・
六
兆
円
、
私
募
一
兆
円

で
あ
る
が
（
二
〇
一
六
年
三
月
末
）、
一
年
前
と
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
八
兆
円
、
〇
・
三
兆
円
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
不
動
産
投

資
法
人
は
負
債
を
利
用
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
り
支
払
金
利
が
減
少
し
、
組
み
入
れ
不
動
産
の
鑑
定
評
価
も
上
昇
す

る
と
い
う
二
重
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
に
資
金
を
引
き
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

５
　
お
わ
り
に

マ
イ
ナ
ス
金
利
は
短
期
性
お
よ
び
長
期
性
資
金
の
動
き
に
か
な
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
運
用
難
を

さ
ら
に
強
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
銀
行
や
証
券
会
社
等
の
関
係
各
業
態
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も

た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

ビ
ジ
ネ
ス
上
、
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
思
わ
れ
る
の
は
地
銀
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
銀
行
で
あ
る
。
預
貸
金
業
務
へ
の
依

存
度
は
メ
ガ
バ
ン
ク
以
上
に
高
く
、
そ
の
収
益
性
へ
の
直
接
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
よ
り
大
き
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
長
期

的
に
み
て
も
地
方
の
人
口
減
少
や
海
外
へ
の
生
産
移
転
に
よ
る
空
洞
化
で
県
内
の
預
貸
金
業
務
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
く
な
る
と
い

う
懸
念
が
あ
る
。
共
同
出
資
の
資
産
運
用
会
社
設
立
の
動
き
が
み
ら
れ
る
の
は
、
顧
客
の
た
め
と
い
う
よ
り
自
行
の
資
金
運
用
の
た

め
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
メ
ガ
バ
ン
ク
も
地
銀
ほ
ど
で
は
な
い
と
し
て
も
、
同
様
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
き
て
傘
下
の
資
産
運
用
子
会
社
や
証
券
子
会

社
の
統
合
に
乗
り
出
し
た
の
も
、
本
業
以
外
の
証
券
・
資
産
運
用
な
ど
の
業
務
に
本
腰
を
入
れ
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。他

方
、
わ
が
証
券
界
は
ど
う
か
。
資
産
運
用
サ
ー
ビ
ス
は
本
業
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
業
態
か
ら
の
参
入
も
あ
り
、
さ
ら
に
フ
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ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
き
て
資
産
運
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
努
力
の
方
向
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
低
コ
ス
ト
化
、
大
衆
化
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
改
正
確
定
年
金
法
が
五
月
下
旬
に
成
立
し
、
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
（
Ｄ
Ｃ
）
は
主
婦
や
公
務
員
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
個
人
型
Ｄ
Ｃ
は
自
営
業
者
や
企
業
年
金
の
無
い
企
業
の
従
業
員
に
も
利
用
可
能
で
は
あ
っ
た
が
利
用
者
は
わ
ず
か
二

六
万
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
言
で
言
っ
て
、
業
者
と
し
て
は
あ
ま
り
に
小
口
で
あ
る
が
た
め
に
「
ペ
イ
」
し
な
い
か
ら
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
管
理
手
数
料
を
抑
え
、
Ｄ
Ｃ
組
み
入
れ
用
投
信
の
信
託
報
酬
も
も
っ
と
引
き
下
げ
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
利
用
可
能
層
が
広
が
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
で
き
る
将
来
が
み
え
て
き
た
今
、
細
か
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
あ

る
が
、
損
益
分
岐
点
を
下
げ
る
工
夫
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

同
様
に
ま
た
、
ラ
ッ
プ
口
座
に
お
い
て
も
ロ
ボ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
低
コ
ス
ト
の
一
任
契
約
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
始
め
て
い
る
。

ラ
ッ
プ
口
座
自
体
が
、
年
金
基
金
の
運
用
や
富
裕
層
向
け
の
一
任
運
用
を
大
衆
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
大
衆
化
、
小
口
化

を
進
め
る
た
め
に
は
、
低
コ
ス
ト
を
可
能
に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。
金
融
商
品
仲
介
業
や
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
、
道
具
立
て
は
以
前
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
低
コ
ス
ト
化
、
小
口
化
、
大
衆
化
を
可
能
に
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
模
索
が
今
後
も
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

注（
１
）

日
本
銀
行
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
の
導
入
」
二
〇
一
六
年
一
月
二
九
日
。

（
２
）

実
物
経
済
へ
の
波
及
経
路
と
し
て
は
、
①
株
高→

消
費
増
大
（
資
産
効
果
）、
②
円
安→

輸
入
物
価
上
昇
、
輸
出
拡
大
、
③
金
利
低
下
・
株

価
な
ど
の
証
券
価
格
上
昇→

資
本
コ
ス
ト
低
下→

投
資
拡
大
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
設
備
投
資
、
個
人
消
費
の
拡
大
の
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動
き
は
弱
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
３
）

三
月
末
現
在
、
日
本
証
券
業
協
会
員
二
五
一
社
合
計
で
四
兆
一
六
百
億
円
の
残
高
で
あ
る
（
日
本
証
券
業
協
会
「
全
国
証
券
会
社
主
要
勘

定
」）。

（
４
）

四
月
末
現
在
、
運
用
八
社
ベ
ー
ス
で
一
〇
兆
一
六
百
億
円
の
残
高
で
あ
る
（
投
資
信
託
協
会
「
統
計
資
料
」
よ
り
）。

（
５
）

日
本
銀
行
「『
補
完
当
座
預
金
制
度
基
本
要
領
』
の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て
」
二
〇
一
五
年
三
月
一
五
日
。

（
６
）

こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
採
用
し
た
国
々
で
す
で
に
顕
現
化
し
て
い
る
兆
候
で
あ
る
（T

he
W

orld
B

ank,"N
egative

interest

rates
in

E
urope:A

G
lance

atT
heir

C
auses

and
im

plications", G
LO

B
A

L
E

C
O

N
O

M
IC

PR
O

SPE
C

T
S

,JU
N

E
2015.

）。

（
７
）

日
本
証
券
業
協
会
『
証
券
化
市
場
の
残
高
調
査
の
と
り
ま
と
め
』
二
〇
一
六
年
五
月
三
一
日
。

（
８
）

以
上
は
投
資
信
託
協
会
『
統
計
資
料
』
に
よ
る
。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
大
阪
研
究
所
長
）
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